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 人は見た目で人を判断する．見た目とは，視覚刺激の知覚的な

処理を行って得られた結果としての視覚イメージということにな

るが，人が判断に使っているのは，この視覚イメージそのもので

はなく，長期記憶中で特定の視覚イメージと結びついている直感

である． 

 直感で犯人と判断し捕まえることができれば，効率的な判断に

なるが，現実には，犯人ではない人を誤って捕まえてしまう確率

の方が大きい．直感が正しい判断を引き出す情報と結びついてい

れば問題ないが，えてして人は妥当とは言えない情報につなげ，

誤った判断をしてしまう．こうした心理現象は，記憶の誤帰属と

して広く知られている． 

 いつ見たか覚えていなくとも，一度見たことのある名前は簡単

に読めるようになる．その名前を以前見た事実に気づけば，簡単

に読めた理由を，過去にその名前を見た経験に正しく帰属させる

ことができる．しかし，以前見たことに気づかないと，何か他の情

報，たとえば，この人は有名人なのでは，というような他の利用し

やすい理由に誤って帰属させる． 
 一般人の名前を見たという事実の記憶はすぐになくなる．一般

人を有名人と誤って判断するとき，有名性という直感に頼ること

になる．一度過去のイベントの記憶がなくなってしまうと，誤帰

属は強化される．ある程度時間経過した後で，一般人の名前を再

度見せると，その人を有名人と判断する確率がさらに高くなる

(Jacoby, Kelly, Brown and Jasechko，1989)． 
 名前と一緒に，女性有名人に多い職業，男性有名人に多い職業

を呈示すると，後の有名性判断の結果は，職業によって変わる(森・

石田・下條，1996)．Banji and Greenwald (1995) はこの効果がとく

に男性名で強いことを示し，男性の方が職業的に成功していると

いう，ネガティブなステレオタイプがこの効果を調整するためだ

とした．確かに，一般には男性のほうが成功しているという性ス

テレオタイプがあるとはいえ，職業によっては女性のほうが活躍

しているものもある．誤帰属の効果は，性差ではなく，職業そのも

のに左右される(森，石田，下條 ，1996)． 
 職業にはポジティブなイメージを持つものとネガティブなイメ

ージを持つものがむろんある．簡単に読める，という有名性判断

は，直感が持つ感情価の違いによって変わるのであろうか．ポジ

ティブな直感だけでなくネガティブなものも簡単に読めるように

なること，加えて，その感情価が時間とともに変わると考えた．本

研究の目的は，これを実験的に確認することである．簡単に読め

ることは，ポジティブな感情価を有している場合に限られる

(McCrae, Costa, Ostendorf, Angleitner, Hřebíčková, Avia, Sanz, Sánchez-
Bernardos, Kusdil, Woodfield, Saunders, & Smith, 2000)とする主張もあ

る．本研究では，直感が，人の効率的な行動にどのように寄与して

いるかを考察した． 

実験 

方法 

 参加者 日本語を母語とする大学生 49名であった． 
 刺激 事前に日本に存在する職業を「職業ハンドブック」，「13
歳のハローワーク」から 146 個選び，本実験には参加しない大学

生 6 人に，その職業のイメージについて「大変良い」から「大変

悪い」の 5 段階で評価してもらった．この調査により，評定値の

高い職業 24 個をポジティブ職業群，印象値の低い職業 24 個をネ

ガティブ職業群とした．結果をTable 1に示す．職業群を選ぶ際に，

性別によって呼び方の違う職業や，どちらかの性別にしかいない

職業（たとえば，ホステス/
ホスト，野球選手，カーレー

サーなど）は削除した． 
 さらに，日本人に多い姓

100 個と，2003 年に人気の

あった名前をランダムに組

み合わせ，男性，女性それぞ

れの無名人の名前を 50 個

ずつ作成した．2003年に人

気のあった名前の中で，同

じ漢字を使用しているもの

や，一目で読みにくい名前

は削除し，一般的な他の名

前を使用した．このように

作成した名前に，事前に調

査した職業いずれかをランダムに割り当てた．また選んだポジティ

ブ・ネガティブ職業で実際に有名な人の名前をそれぞれ 48 個用意し

た．4 分の 1 が学習段階で呈示された無名人の名前，4 分の 1 が新た

に呈示された無名人の名前，残り半数が学習段階で呈示された職業で

実際にいる有名人の名前であった． 
 手続き 学習段階では，画面に無名人の名前とランダムに割り当て

られた職業が対呈示された．参加者は「その人がその職業で成功する

ためには改名したほうがよいか」を 5段階で評定した．学習段階の試

行数は 48であった． 
 1 週間後の検査段階では，画面に人の名前が一人ずつ呈示された．

参加者は，呈示された名前が有名か無名かを判断した．試行数は 192
であった． 
結果 

 有名性（学習段階／テスト段階で呈示された無名人，有名人）を参

加者内要因，参加者と名前をランダム要因とする 1 要因実験とした．

学習段階で誤って有名人と判断してしまう誤答率を求めた．有名性は

有意であった(F(2, 378) = 44.6, p<.0001)．多重比較（tukey法）の結果，

学習段階で初めて呈示された無名人と，学習段階で呈示された無名人

では，以前見たことのある無名人名(.090)の方が，テスト段階で初めて

見た無名人(.053)よりも，有意に有名人と判断された(t(8612) = 3.95, 
p<.0003)． 
 次に学習段階で呈示された無名人を，ポジティブな印象の職業と対

で呈示した無名人と，ネガティブな印象の職業と対呈示した無名人に

分けて，有名性判断の誤答率を比較した．多重比較の結果，以前見た

ポジティブな印象のついた無名人と，ネガティブな印象のついた無名

人では，有意差は認められなかった(t(8604) = 1.19, p > .63)が，数値の

上では，ポジティブな印象(.097)の方がネガティブな印象(.081)よりも，

誤答率が高かった． 
考察 

 実験結果の無名人だけを見た場合には，学習段階で呈示した無名人

のほうが，初めて見る無名人よりも，有名人だと判断されやすかった．

現段階の分析では，森他(1996)の結果を追証する形になっている．職

業の印象の影響を考えた場合，学習段階では職業の印象を与えていな

かったにも関わらず，ネガティブな印象よりもポジティブな印象のつ

いた名前のほうが，誤答率が高かった．本研究は，ネガティブな印象

の職業が優先的に取り込まれる場合もあるのではないか，あるいは学

習段階ではポジティブ／ネガティブでも時間経過とともに逆転しネ

ガティブ／ポジティブになることもあるのではないか，も目的として

いた．もう少し分析を進め，これらの点を検証してみる予定である． 
文献 森津太子・石田英子・下條信輔(1996). 潜在記憶とその記憶(1)－知名度判断を指標として－. 日本心理学会代60回大会発表論文集, 677. 

ポジティブ職業 印象値 ネガティブ職業 印象値 

宇宙飛行士 4.67 暴力団員 1 

アナウンサー 4.67 貸し金業者 1.17 

パイロット 4.5 死体処理業者 1.33 

医師 4.33 宗教指導者 1.33 

インテリアデザイナー 4.33 ストリッパー 1.5 

映画監督 4.33 刺青師 1.67 

客室乗務員 4.33 害虫駆除業者 1.67 

作家 4.17 保険外交員 1.67 

歌手 4 ごみ収集員 1.83 

救急救命士 4 政治家 1.83 

裁判官 4 タクシー運転手 2 

スタイリスト 4 警備員 2.27 

弁護士 4 葬儀屋 2.27 

気象予報士 3.83 土木作業員 2.27 

建築士 3.83 政治家秘書 2.33 

公認会計士 3.83 テレフォンアポインター 2.33 

ピアニスト 3.83 塗装工 2.33 

モデル 3.83 仏壇仏具屋 2.33 

棋士 3.67 交通誘導員 2.5 

大使館員 3.67 自衛官 2.5 

タレント 3.67 はり師 2.5 

美術鑑定士 3.67 引越し作業員 2.5 

漫画家 3.67 プロレスラー 2.5 

プロゴルファー 3.5 芸能マネージャー 2.67 

Table 1 実験で使用した職業 


